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１ 要望の趣旨 

 
（１）平成 20 年度厚生労働科学研究補助金「インフルエンザ随伴症状の発現状況に関する調査研

究」解析結果中間報告（分担研究者廣田良夫）の基礎となったデータおよびこれまでの非臨床

的、臨床的、疫学的研究結果に関するすべての詳細情報の速やかな全面的公開を求めます。 

公開予定の有無、公開の具体的な時期についてご回答ください。  

 

（２）タミフル（リン酸オセルタミビル）の製造販売元である中外製薬株式会社がインフルエンザ

に関して作成した「インフルエンザ怖くないの？」と題する小冊子について、同社に対し、同

冊子の回収等適切な指導をするよう求めます。 

 

 



２ 要望の理由 

 

（１）当会議は、本年 9月 12日付「タミフルの使用禁止措置に関する意見書」において、平成 20

年度厚生労働科学研究補助金「インフルエンザ随伴症状の発現状況に関する調査研究」解析結

果中間報告（分担研究者廣田良夫）の基礎となったデータ等の全面公開等を求める意見書を提

出しました。 

その後、第 29 回日本臨床薬理学会年会シンポジウム「インフルエンザ罹患後の異常行動を

めぐって」（１２月４日開催）において、上記研究報告の解析方法が誤りであったことが確認さ

れています（別添）。 

従って、上記研究の基礎となったデータ等の全面的公開の必要性はますます高まったといえ

ます。 

 
（２）タミフル（リン酸オセルタミビル）の製造販売元である中外製薬株式会社は、子どもを持つ

親等を対象とした「インフルエンザ怖くないの？」と題する小冊子(別添)を作成し、今期、全

国の医療機関および一般国民に向けて大量に配布しています。 

この小冊子は、タミフルという商品名は掲載せずに、インフルエンザに関する情報提供と啓

発という体裁をとっていますが、10代に対する原則使用禁止には触れず、その一方で、実質上

小児へのタミフル使用を勧奨する不適切な内容を含んでおり、異常行動や突然死等の重大な副

作用による新たな被害を招く危険があります。 

 
（３）よって、要望の趣旨記載のとおり要望します。                  以上 


